
平成 22年（2010 年）4月 25日 第 238 号（2）足 立 区 議 会 だ よ り

代表・一般質問を平成２２年２月２３
日、２４日、２５日に開会した第１回
定例会本会議で行いました。

代
表
・
一
般
質
問

　

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、

各
会
派
を
代
表
す
る
10
名

の
議
員
が
、
区
政
全
般
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
、
区

政
執
行
に
あ
た
る
区
長
を

は
じ
め
執
行
機
関
の
考
え

を
尋
ね
ま
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。

区
長
は
ど
の
よ
う
な
区
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
の
か

【
問
】
都
区
財
政
調
整
交
付
金
の
減

額
が
想
定
さ
れ
る
中
、
ど
の
よ
う
な

区
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
区
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
、
区
長
自
身
の
評

価
も
含
め
伺
う
。

【
区
長
】
財
源
の
見
通
し
は
、
深
刻

な
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
財
源
の

効
率
化
に
取
り
組
む
。
一
方
で
、
区

が
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
好
機

を
迎
え
て
い
る
の
で
、
必
要
な
施
策

は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
子
ど
も
、

健
康
、
治
安
対
策
は
、
区
民
の
理
解

も
徐
々
に
進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

に
よ
り
、
足
立
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

減
収
へ
の
財
源
対
策
と
し
て
使
え
る

基
金
の
金
額
は
ど
の
程
度
か
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渡
辺　

ひ
で
あ
き　

議
員

【
問
】
区
の
総
基
金
残
高
は
、
約

１
千
億
円
に
上
る
が
、
各
基
金
の
性

格
上
、
実
際
に
減
収
へ
の
財
源
対
策

と
し
て
使
え
る
金
額
は
ど
の
程
度
で
、

何
年
く
ら
い
の
対
応
が
可
能
か
。

【
政
策
経
営
】
財
政
調
整
基
金
、
減

債
基
金
、
公
共
施
設
建
設
資
金
積
立

基
金
の
平
成
22
年
度
当
初
予
算
時
点

で
の
残
額
合
計
は
388
億
円
、
特
別
区

債
の
満
期
一
括
償
還
116
億
円
を
差
し

引
く
と
272
億
円
と
な
る
。
従
っ
て
、

平
成
22
年
度
当
初
予
算
編
成
で
行
っ

た
100
億
円
規
模
の
財
源
対
策
は
、
あ

と
２
年
程
度
が
限
度
で
あ
る
。

基
金
の
目
的
や
使
途
を
区
民
に
明
確

に
示
す
べ
き
だ

【
問
】
区
民
の
財
産
で
あ
る
各
基
金

の
目
的
や
使
途
を
、
区
民
に
明
確
に

示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
そ
の
方
法
も
含
め
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
基
金
は
、
今
後
大
幅

な
取
り
崩
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
状
況
を
区
民
に
正
確
に
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
基
金
の
目

的
、
使
途
等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
必
要
が
あ
り
、
年
度
内
に
公
表

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

区
民
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
に

は
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
必
要
だ

【
問
】
意
識
調
査
で
は
、
足
立
区
へ

の
誇
り
に
対
す
る
意
識
は
50
％
前
後

で
あ
り
、
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が

必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
新
設
の
意
図
と
民

間
人
登
用
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
多
く
の
企
業
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
に
重
き
を

置
き
、
自
治
体
と
の
連
携
を
模
索
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
点
に
も
踏
み
込

む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
足
立
の
魅
力
を
発
掘
、

再
構
築
し
、
強
力
か
つ
戦
略
的
に
区

内
外
に
発
信
し
て
い
く
に
は
、
新
た

な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
経
験
の
あ
る
即
戦
力
と
し
て

民
間
人
の
登
用
が
最
適
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
企
業
の
様
々
な
分
野
で
の

貢
献
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た

情
報
を
つ
か
み
、
志
を
つ
な
げ
、
発

信
す
る
こ
と
で
、
企
業
及
び
足
立
区

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ
ザ
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か

【
問
】
あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ
ザ
の

年
間
の
来
場
者
数
及
び
東
京
芸
術
セ

ン
タ
ー
の
利
用
率
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
区
民
が
親
し
め
る
場
所
と

し
て
、
今
後
、
事
業
者
と
ど
の
よ
う

に
話
し
合
っ
て
い
く
の
か
。

【
産
業
経
済
】
あ
だ
ち
産
業
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
数
は
、
平
成
20
年
度

約
２
万
人
で
あ
る
。
東
京
芸
術
セ
ン

タ
ー
に
は
多
く
の
施
設
等
が
入
居
し

て
い
る
た
め
、
正
確
な
数
値
は
把
握

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
東

京
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
利
用
率
は
、
平

成
21
年
度
12
月
末
現
在
、
天
空
劇
場

40.6
％
、
会
議
室
73.2
％
、
対
前
年
度
比

で
そ
れ
ぞ
れ
1.8
ポ
イ
ン
ト
、
13.9
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
区
民
に
と
っ
て
さ
ら
に

利
用
し
や
す
い
施
設
と
す
る
た
め
、

事
業
者
と
粘
り
強
く
協
議
し
て
い
く
。

「
横
請
け
」
の
可
能
性
は
ど
う
か

【
問
】
大
田
区
に
見
ら
れ
る
「
横
請

け
」（
集
積
依
存
型
企
業
）
の
形
態
は
、

足
立
区
で
も
可
能
と
考
え
る
。
零
細

企
業
対
策
の
一
環
と
し
て
、
異
業
種

交
流
の
発
展
形
と
し
て
の「
横
請
け
」

の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

【
産
業
経
済
】
区
に
は
、
異
業
種
連

絡
協
議
会
や
足
立
ブ
ラ
ン
ド
、
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｋ
事
業
に
よ
る
交
流
が
図
ら
れ
て

お
り
、
企
業
同
士
で
独
自
製
品
の
製

造
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
と
聞

く
。
今
後
、
大
田
区
の
事
例
の
調
査

を
行
い
、
足
立
区
版
「
横
請
け
」
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
学
習
向
上
策
を
推
進
せ
よ

【
問
】「
あ
だ
ち
小
学
生
基
礎
計
算

補
習
教
室
」「
中
学
生
補
習
講
座
」「
あ

だ
ち
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
参
加
見

込
み
数
の
根
拠
と
、
達
成
率
向
上
の

た
め
の
方
策
、
予
定
を
超
え
た
場
合

の
対
処
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
数
値
目
標
を
設
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
教
委
長
】
小
学
校
は
足
立
区
学
力

向
上
に
関
す
る
総
合
調
査
の
正
答
率

が
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
な
い
児
童

数
、
中
学
校
は
１
ク
ラ
ス
25
名
の
２

ク
ラ
ス
分
を
参
加
見
込
み
数
と
し
て

い
る
。
達
成
率
向
上
に
は
、
３
者
面

談
等
を
通
し
た
担
任
か
ら
の
声
か
け

等
、
学
校
と
協
力
し
働
き
か
け
て
い

る
。
受
け
入
れ
は
、
小
学
校
は
ク
ラ

ス
定
員
を
15
名
と
し
た
た
め
、
約
1.5

倍
ま
で
可
能
。
中
学
校
は
受
け
入
れ

可
能
数
の
上
限
を
見
込
み
数
と
し
て

い
る
が
、
過
去
４
年
間
問
題
は
な
い
。

　

ま
た
、
数
値
目
標
の
設
定
は
、
参

加
児
童
・
生
徒
個
々
の
点
数
の
延
び

率
や
意
欲
等
で
工
夫
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
く
。

人
口
減
少
社
会
を
プ
ラ
ス
の
視
点
で

考
え
る
べ
き
で
あ
る

【
問
】
成
熟
し
た
循
環
型
社
会
に
向

か
う
た
め
に
は
、
人
口
減
少
社
会
を

マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
プ
ラ
ス
の
視
点

で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
人
口
減
少

に
よ
り
、
環
境
対
策
や
子
ど
も
の
教

育
環
境
等
大
き
な
利
点
も
あ
る
と
考

え
る
が
、
区
は
ど
う
認
識
し
、
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

【
政
策
経
営
】
人
口
減
少
社
会
で
は
、

経
済
活
動
自
体
の
低
下
に
よ
り
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

の
低
減
等
が
考
え
ら
れ
る
一
方
、
世

帯
の
細
分
化
等
に
よ
り
、
ご
み
の
排

出
量
等
の
増
も
予
想
さ
れ
、
環
境
対

策
の
さ
ら
な
る
推
進
が
必
要
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
一

人
ひ
と
り
に
目
が
届
く
等
の
反
面
、

少
人
数
の
中
で
の
関
係
性
の
固
定
化

や
、
社
会
性
取
得
の
面
で
の
問
題
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
複
眼
的
な
対
応

が
必
要
と
考
え
る
。

区
債
管
理
の
考
え
方
を
問
う

【
問
】
起
債
に
つ
い
て
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
将
来
的
に
若
年
層
に

大
き
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
区
債
管
理
の
考

え
方
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
建
設
債
の
発
行
に
よ

り
、
大
量
の
施
設
更
新
に
取
り
組
む

た
め
の
財
源
確
保
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
施
設
は
、
建
設
経
費

だ
け
で
な
く
相
応
の
運
営
経
費
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
行
政
ニ
ー
ズ

に
見
合
っ
た
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
将
来
を
見
据
え
た
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。

区
有
財
産
の
再
活
用
等
を
し
っ
か
り

と
議
論
し
て
い
く
べ
き

【
問
】
区
有
財
産
の
再
活
用
等
に
つ

い
て
、
役
割
を
終
え
た
施
設
等
の
廃

止
時
に
併
せ
て
、
そ
の
方
向
性
を
議

論
し
て
い
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
資
産
管
理
】
学
校
統
廃
合
に
あ
た

り
、
地
域
の
方
の
統
合
へ
の
合
意
形

成
を
優
先
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

廃
止
と
な
る
施
設
の
再
利
用
の
検
討

が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
と

考
え
る
。
今
後
は
、
再
利
用
の
検
討

も
、
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
き
た
い
。
法務、危機管理、みどり（＝みどりと公園推進）、鉄道立体（＝鉄道立体推進）、会計管理、教育指導…各室長　　教委長…教育委員会委員長

誇
れ
る
足
立
区
の

　
　

構
築
に
向
け
て
！

人
口
減
少
社
会
に

　

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
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党

　

長
塩　

英
治　

議
員

＊

用

語

解

説

＊
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
事
業
…�

台
東
区
（
Ｔ
）
荒
川
区
（
Ａ
）
足
立
区
（
Ａ
）
墨
田
区
（
Ｓ
）
葛
飾
区
（
Ｋ
）
の
５
区
が

共
同
で
地
域
の
も
の
づ
く
り
産
業
の
活
性
化
を
め
ざ
す
事
業
。


